
※この概要は、文部科学省の関連資料を基に大学広報室が編集したものです

近年、学校教員の部活動の指導についてメディアで取り上げられ
ることが多くなり、生徒の学校生活に占める拘束時間の長さなど
から「ブラック部活」という言葉を聞くことも珍しくなくなりました。
また、部活動顧問教員の労働環境についても問題視されていま
す。なぜ、今になって「ブラック部活」と呼ばれるようになったの
か。そして、部活動の教育としての意義とは何か。今回は、社会動
向の変遷から部活動の在り方について探っていきます。

教育としての部活動

中学校学習指導要領による部活動の定義・解釈

中学校学習指導要領総則より

生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向上や

責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教育の一環として、教育課程との

関連が図られるよう留意すること。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説より

生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動について

�❶�スポーツや文化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養、互いに協力し合って友情を深めると
いった好ましい人間関係の形成等に資するものであるとの意義があること、

�❷�部活動は、教育課程において学習したことなども踏まえ、自らの適性や興味・関心等をより深く追求していく機会であるこ
とから、各教科等の目標及び内容との関係にも配慮しつつ、生徒自身が教育課程において学習する内容について改めて

その大切さを認識するよう促すなど、学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること、

�❸�一定規模の地域単位で運営を支える体制を構築していくことが長期的には不可欠であることから、設置者等と連携しな
がら、学校や地域の実態に応じ、教員の勤務負担軽減の観点も考慮しつつ、部活動指導員等のスポーツや文化及び科学

等にわたる指導者や地域の人々の協力、体育館や公民館などの社会教育施設や地域のスポーツクラブといった社会教

育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うこと。

教育最前線
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学部「部活動の指導と運営」

■ 担当教員／生活・健康・情報系教育コース

森田啓之准教授・有山篤利准教授

■ 科目区分／教職キャリア科目　■ 履修年次／学部3・4年　■ 受講人数／12人

■ 授業の概要

学校教育における部活動について、学習指導要領を踏まえた位置付けや意義・役割について学び、部活動が抱えている課題、
これからの部活動の在り方などについて考えます。

■ 学びのポイント

▶学校における部活動の位置付けについて理解します。
▶部活動の果たしてきた役割と意義、抱えている課題について理解します。
▶これからの部活動の在り方について、冷静な認識を持つことができます。

現職教員学生から体験談を聞く機会も

笹
ささ

野
の

祥
さち

代
よ

さん
学校教育学部
学校教育系コース4年

下
しも

田
だ

朋
とも

実
み

さん
学校教育学部
学校教育系コース4年

中学校と高校の保健体育
の教員免許状取得を目

指しているので、部活動につい
て無関心ではいられないと思
い、履修しました。この授業の
魅力は履修生の学修意欲が高
いので、話し合いが盛り上がる
ところです。また、履修生の多く
が部活動やクラブに所属した
経験があり、個々の経験を共有
できるので、部活動に対する学
びが深まりました。

小学校教員を志望している
ので、将来、部活動に直

接関わる機会はあまりないと思
いますが、部活動の運営は学級
経営や小学校のクラブ活動に
応用できそうだと考え、授業を受
けることにしました。講義の中で
部活動の意義について学び、知
識をつけてからグループワークや
話し合いをするので、他の履修
生と価値観の違いを確認するこ
とができました。

12月12日の授業では、修士課程生活・健康・情報系教育コースの
1年生で現職の中学校教員でもある伊藤功二さんが教壇に立

ち、外部指導員との関わりや競技経験のないスポーツの顧問になったこと
など、自身のさまざまな経験を披露しました。学生たちからは、「試合に出場
するメンバーをどのように決めているのですか」「男子生徒・女子生徒それぞ
れの関わり方で気を付けていることは」など率直な疑問や質問が次々にぶ
つけられ、次第に学生自身の経験談を交えた活発な議論に展開しました。
　授業を担当する有山准教授は、「これから部活動の顧問には、競技の指
導力だけでなく、教育としてどのような部活動をつくり上げ、どのように周りの
協力を得ていくかといったプロデュース力とマネジメント力が必要になると思
います。真正面から取り組むととてもやりがいがあるので、ぜひ頑張ってほし
いです」と話しています。

兵教大の授業科目

受講生の感想

授業
のぞき見
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教員の部活動へのさまざまな声

「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」の概要

学校における体制の見直しと、競技団体等の協力 休養日の設定等、医・科学に基づく活動

4つの
ポイント

少子化の中での子どものニーズを踏まえた環境整備 大会規定の見直し

部活動顧問の長時間労働、指導の専門性や生徒に課される勝つことのみを目的とした過度な練習…。
こうした問題を背景として、平成30（2018）年3月、スポーツ庁によって生徒がスポーツに親しめる
環境をつくるためのガイドラインが策定されました。

● 活動計画、方針を策定・公表
● 運動部活動の数の見直し
● 部活動指導員の積極的な任用

● 多様な目的の運動部の設置
● 複数校合同部活動等の推進
● 地域との連携

●  生徒の心身の健康管理、事故防止、 
体罰・ハラスメントの根絶

● 休養日や活動時間の設定・公表

● 参加単位の見直し
● 各学校の運動部が参加できる大会の上限の設定
● 大会日程の見直し

部活動と授業準備の両立が大変！
毎日残業になってしまう…

時間の許す限り活動を行い、
生徒を勝たせてあげたい！

土日も試合の引率があり
家族との時間が持てない…

部活動の顧問は
やりがいがある！

外部指導者の任用や休養日の設定、大会規定の見直しなどが明記
され、部活動が競技スポーツを担うことの限界が示されたことにつ

いては評価されるべきと考えます。しかし、部活動＝競技スポーツをするこ
とではありません。右図のように、部活動は教育として多様な役割や機能
を担っています。今回のガイドラインは、部活動が競技スポーツを担う限界
が示されているのですが、
他の大切な役割の充実に
は具体的に言及されていま
せん。私たち部活動に関わ
る者には、この問題を単に
競技スポーツに関わる負担
の軽減で片付けることなく、
子どもの生活や未来を豊か
にする教育として、どう再編
充実していくのかが問われ
ていると思います。

社会

教育 スポーツ
組織づくり

人材育成

スポーツ（文化）

個人生活

個人

有山先生の解説

部活動の役割と機能

学校を
運営する

人を
育てる

楽しく
生きる

日本の
文化を創る

（例）
▶ 学校PR
▶ 落ち着いた学校生活
▶ 母校愛や所属感

（例）
▶ 能力開発や個性伸長
▶ 望ましい人格形成
▶ 安心できる居場所

（例）
▶ 競技スポーツ
▶ 地域アイデンティティ
▶ 国民文化の発展

（例）
▶ 豊かな（スポーツ）ライフ
▶ 健康づくり
▶ 良好な家庭や友人関係

（文化活動）

Kyo i k u-S h i go s en05



部
活
動
も
時
代
の
価
値
観
に

合
わ
せ
た
変
化
を

運
動
部
活
動
は
矛
盾
の
多
い

教
育
活
動
で
す
。
残
業
が

給
料
に
反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
労

働
と
し
て
の
矛
盾
や
、教
育
活
動

な
の
に
教
育
課
程
外
と
い
う
制
度

上
の
矛
盾
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

本
来
子
ど
も
の
自
主
的
で
自
由
な

活
動
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、教

育
と
い
う
名
の
統
制
力
が
働
く
と

い
う
特
質
に
関
わ
る
矛
盾
。そ
し

て
、教
育
と
い
う
看
板
を
掲
げ
な

が
ら
、実
態
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
、子
ど
も
の「
成
長
」よ
り
も
大

会
で
の「
勝
利
」が
賞
賛
さ
れ
る
と

い
う
評
価
の
矛
盾
な
ど
で
す
。今
、

こ
れ
ら
の
矛
盾
が
一
気
に
表
面
化

し
、「
部
活
動
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
」な

ど
と
騒
が
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、誤
っ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、運
動
部
そ
の
も
の
が
ブ
ラ
ッ

ク
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。変
わ
っ
た
の
は
、運
動

部
を
取
り
巻
く
時
代
で
す
。運
動

部
は「
変
わ
っ
た
」か
ら
で
は
な
く
、

「
変
わ
っ
て
い
な
い
」か
ら
問
題
な

の
で
す
。わ
が
国
で
は
、戦
後
か
ら

高
度
経
済
成
長
を
経
て
バ
ブ
ル
ま

で
、一
貫
し
て
資
本
主
義
を
謳
歌

し
て
き
ま
し
た
。
汗
水
垂
ら
し
て

残
業
や
休
日
出
勤
を
こ
な
し
、マ

イ
ホ
ー
ム
や
高
級
車
な
ど
よ
り
良

い「
モ
ノ
」を
手
に
入
れ
た
人
を
た

た
え
た
成
果
主
義
の
時
代
で
す
。

そ
れ
は
、顧
問
の
熱
血
指
導
の
下
、

血
と
汗
と
涙
を
流
し
な
が
ら
、賞

状
や
メ
ダ
ル
と
い
う「
モ
ノ
」の
獲
得

を
競
う
運
動
部
活
動
と
全
く
の

相
似
形
で
し
た
。つ
ま
り
、運
動
部

活
動
は
、時
代
を
担
う
人
材
を
輩

出
す
る
教
育
活
動
と
し
て
広
く
国

民
に
支
持
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
、そ
の
価
値
観
は

大
き
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。そ
れ
は

な
ぜ
か
。端
的
に
言
え
ば
、産
業
が

発
展
し「
モ
ノ
」が
世
に
あ
ふ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。「
モ
ノ
」

が
潤
沢
に
あ
る
今
、わ
れ
わ
れ
の
良

い「
モ
ノ
」へ
の
憧
れ
は
鈍
化
し
て
い

ま
す
。な
ぜ
な
ら
、そ
こ
そ
こ
の「
モ

ノ
」が
安
価
で
簡
単
に
手
に
入
る

か
ら
で
す
。む
し
ろ
今
、わ
れ
わ
れ

が
欲
す
る
の
は「
モ
ノ
」そ
の
も
の

で
は
な
く
、「
モ
ノ
」を
通
し
て
得

ら
れ
る
充
実
感
や
満
足
感
、や
り

が
い
な
ど「
コ
コ
ロ
」の
領
域
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。よ
り
良
い「
モ
ノ
」

の
獲
得
を
重
視
し
た
時
代
は
終
え

ん
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。豊
か
な

「
コ
コ
ロ
」を
希
求
す
る
時
代
へ
と

変
貌
し
つ
つ
あ
る
今
、運
動
部
活

動
は
い
ま
だ
旧
来
の
価
値
観
で
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
さ
に
、時
代

の
価
値
観
に
合
わ
せ
た
変
化
を
遂

げ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、運
動
部
活

動
の
根
本
的
な
課
題
が
あ
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

生活・健康・情報系教育コース

有
あり

山
やま

篤
あつ

利
とし

 准教授
研究分野／武道論（文化論・教育法）、�
体育科教育、運動部活動

昔と今の価値観の変遷

昔
成果重視の時代

（より良いモノが大事！）

「時代のキーワード」
敗戦、高度経済成長、

東京オリンピック、バブル、
偏差値教育

プロセス重視の時代
（豊かなココロが大事！）

「時代のキーワード」
ゆとり、働き方改革、

主体的で対話的で深い学び、
アクティブラーニング

今

教育最前線
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